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月４日（日）リサイクルセンターにおいて「町田ごみフェスタ２００９」が開催され

ました。今年で１８回になります。前日は雨で天候が

懸念されましたが、当日は朝からさわやかな秋空が広がり絶好

の日和に恵まれました。入口の前には開会を待ちかねた人々の

長い列ができました。 

コネットのブースでは、川の清掃作業、真光寺川まつり、

周辺の小・中・高の川体験学習のお手伝い等の活動状況

を展示しました。とりわけ真

光寺川の鳥の写真は好評で

した。催し物としては、ジュ

ズ玉のブレスレット工作を中村、山岡さんにお願いしました。

ブースの中は、終日子供たちやお母さん方でにぎわい昼食を

とる暇もないぐらいでした。 

テージでは子供達や若者の溌剌とした発表が繰り広

げられました。鶴三小の 4 年生は、第１ステージで

「ごみ減量の研究」を発表しました。バスの本数が少なく心

配しましたが、桜美林大学のバス停から２０分もかけて歩いて

きたそうです。高倉校長、菊地副校長、担任の太田先生もご一

緒でした。６班に分かれて行った発表はすばらしい内容でした。

ごみ減量につき真剣に研究した成果がわかりやすく発表されま

した。発表内容もさることながら、班毎に始まりと終わりの挨

拶がきちんとめり張りがきいていたことも印象的でした。多く

の聴衆から惜しみない拍手がよせられました。ハチドリ教室の

黒津さんも「よく勉強しましたね！私達も頑張らなくては。」と

すっかり感心していました。 

光鶴小の４年生は、第 2 ステージで「中野七頭舞」を披露しました。岩手県三陸地方に

伝わる五穀豊穣を祈る伝統芸能です。それぞれ自分で作った弓・ナギナタ・太刀・杵等

を持ち、大野先生の太鼓にあわせて踊ります。華やかで勇壮な

群舞です。感動したのは群舞の中に車椅子に乗った子と脚の不

自由な子が加っていたことでした。みんな一緒に一つの輪にな

って明るく伸び伸びと踊っていました。隣のご婦人はそっと目

頭を押さえていました。その健気な姿に拍手がいつまでもなり

止みませんでした。 

い会場には４０余りのブースが並び、それぞれにごみ

減量や省エネの工夫を訴えていました。「ごみの減量」

を考える目的で１８年前にスタートしたフェスタですが、最近では地球温暖化や省エネの問題を

考えるイベントへと広がりをみせています。今年も多くの子供達や学生が参加しました。この日

のことをいつまでも忘れず、様々な環境問題に取り組んでいってほしいと願わずにはおれません

でした。                                （山口拓郎記） 

多くの市民でにぎわった 

第 18 回「町田ごみフェスタ２００９」 
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エコネットのブース 

 

 

 開門を待つ人々の列 

鶴三小 ごみ減量の研究を発表 

和光鶴小 中野七頭舞を披露 



 ２ 

 

 

 

０月１５日、麻生総合高校の男子１５名、女子４名が「真光寺川を清流にする会の活動を

知り、実際に活動を体験してみる」ことを目的に訪れま

した。 
事前学習を２回行い、どんなことを知りたいのかのアンケートも事

前に柿沢先生から届けられました。当日は柿沢先生がインフルエン

ザで外出禁止とのこと、田中先生ともう１人の先生が来られました。 

：２５広袴公園到着。青空の広がる秋晴れの下、展望

台で本会の山口会長から「真光寺川はどんな川か、清

流にする会の活動内容」の話しがあり、次いで山本がパネルに

貼った写真で「真光寺川の鳥」を説明、さらに山岡さんから「真

光寺川にどんな魚がいるか」を写真パネルで解説しました。 

その後池の周りを一周、カワウ、コサギ、カイツブリ、カルガモ、今シーズン初めて見るオナガ

ガモが群れていました。次に川をずっと下り、新矢崎橋の手前から川に入り、その上流、下流の

二手に別れ川の中のゴミ拾いをしました。カンやビニール袋などが落ちていました。オイカワが

泳いでいました。また拾ったゴミは学校へ持ち帰りました。 

１：３０頃いちょう会館に到着。各自昼食を取りながら、本会の吉田さんから「真光寺

川周辺の夏の植物相」、生江さんから「ボランティア活動の精神」、山口会長から「質問

への答え」を聞きました。 

昼食後、挨拶をかわし清流にする会の５人と別れ、生徒達は開戸親水へと出発しました。 

（山本 隆治記） 

 

能ケ谷町の神蔵喜代勝様からの寄付のほか一木会や「めだかポスト」への寄付を合算して、10

月は合計 1,765 円でした。里親の会の活動に対して皆様のご厚志に感謝いたします。 
  

ご厚志を頂くに当って、ご負担をかけない様に「印字済払込取扱票」をポスト脇のファ

イルに入れてあります。「赤インク印字の払込取扱票」をご利用頂ければ、手数料無料で

お振込みが出来ます。またなるべく ATM での振込みをご利用ください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 郵便振替 『００１５０‐４‐５７４１１４』 

  加入者名 『真光寺川里親の会』 
 

 
 

 

 

 

 

 

1２月例会は 13 日（第２日曜日）です、ご一緒に川をきれいにしませんか・・ 
☆ スケジュール 9:３０ 下堰親水場 集合 

０９:３０ 開戸親水場～神明橋間のオペレーション（清掃作業） 

１１:３０ 作戦会議（「いちょう会館」）    

１２:３０ 解散予定 
  

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

 

私 た ち の 行 動 基 準 

１，私たちの活動は、地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、誰にも解るように説明されているか。 

麻生総合高校―真光寺川で体験学習！ 

 
熱心に話を聞く麻生総合高校の生徒 
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『めだかポスト』 


